
■冊子：無線綴じ_B5_見開き2P
（ 紙のサイズ364×257mm 仕上がりサイズ182×257mm）

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
 ●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
 ●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ＰＤＦに変換して入稿される場合★★★

「表示」＞「スライドマスター」画面より色つきのガイド線を消してから変換してくださ
い
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牛頭 真也（洗足学園音楽大学 非常勤）
寺井 郁子（中部大学）

司会

第2日目 8月23日（日）
4階 410会議室自由研究11

9:30 音高感覚習得を目的とした模範音声の聴取容易性に関する一考察
 －他者の声と自分の声の比較から－

〇佐藤 和貴（高崎健康福祉大学）
渡会 純一（東北福祉大学）
佐藤 克美（東北大学）

 
10:00 対話で深める和声感覚
 －ペアワークによる実用的スキルの習得プロセス－

望月 たけ美（常葉大学）

10:30 音楽的に弾くための生成の原理に基づくビアノレッスンの提案
 －ブルグミュラーを例に－

玉護 眞理子（愛知学泉大学 非常勤） 

11:00 教員養成における音楽の認識過程を重視したピアノ授業の考察
 溝口 希久生（和歌山信愛大学）

8月23日（日）13:00～15:00

教材を手掛かりに参加者の発想を交流し、どんな授業ができるか
構想する実験的なプロジェクトです。

Ⅱ 東京・関東支部 (3階 大会議室)

「詩」を素材とした声による音楽表現
－つくり手と聴き手による「意図」の共有ー

本プロジェクトでは「詩」を素材にして、｢声｣
で表現する音楽づくりの模擬授業を実施します。
まず、4人程度の小集団で詩を音読します。次に、
〔共通事項〕の中から工夫の手立てとなる要素を明
確にした上で、表現の仕方を工夫して「声」によ
る音楽づくりをします。その後、二つの小集団が
一緒になり、互いの作品を聴き合い、各々の意図
を共有します。最後に、参加者全員で、｢意図｣の
共有について、経験したことを基に交流します。
本プロジェクトでは、参加者一人一人による広い
視点、多様なアプローチから教材としての可能性
を見いだすことを目的としています。声でどのよ
うな表現ができるのか、詩そのものをどのように
声で表現するのかということについて、共に考え
ていきましょう。

○金田美奈子 （文京区立青柳小学校）
桑原 章寧 （貞静学園短期大学）
酒井 一樹 （ドルトン東京学園中等部・高等部）
塚本 靖則 （横浜国立大学附属横浜小学校）
福多 朝子 （川崎市立西丸子小学校）
松本 絵美子（元国立音楽大学附属小学校）
宮澤 多英子（川口短期大学）

参加型教材実験プロジェクト

Ⅰ 北海道支部・東北支部 (1階 小ホール) 

ヴィヴァルディの「夏」を題材にミュージッキングを楽しむ
－演奏・ダンス・紙芝居等々…流動的かつ坩堝（るつぼ）的に－

〇芳賀 均（北海道教育大学旭川校）
安久津太一（岡山県立大学）
壽谷 静香（武庫川女子大学）
森 健一郎（北海道教育大学釧路校）
盛田 祥史（北海道教育大学大学院生）
加藤 優菜（北海道愛別町立愛別中学校）
渡会 純一（東北福祉大学）
吉田 圭祐（福島県南会津町立南会津中学校）

ミュージッキングは、演奏・聴取・作曲・リハ
ーサル・ダンスに加え、チケットのもぎりや会場
清掃など、音楽パフォーマンスへのあらゆる参加
を含む考え方です※。その大らかさは参加の障壁
を下げ、一つの場に多様な行為が混在して相互に
影響し合う、流動的・坩堝的な展開が期待できる
点に特色があります。多様な学びを包み込み、す
べての子どもを包摂するインクルーシブな教育実
践にもつながる可能性があります。本企画では、
リコーダー、バイオリン、エレキギター、カスタ
ネット等の楽器、歌、踊り、夏にまつわる絵本や
グッズ、紙芝居、ICT機器、読書なども含め、思い
思いに楽しみます。可能な方は楽器（何でも可）
や身の回りのグッズ等、活動が楽しくなりそうな
ものをご持参ください。

※スモール＝クリストファー著／野澤豊一・西島千尋訳：「ミ
ュージッキング―音楽は〈行為〉である―」水声社，pp.30-31，
2011.
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「Google Gemini」で作成


